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内 容 梗 概

試作目的ならびに試作品の概要を述べ,本試作の結果得られた知見と試験結果を紹介し,結論として磁

気テープ送り機構に対する要求仕様について検討し,どのような設計方針で進むべきかに論及し.ている｡.

第1表 試作計測用磁気テープ記録器構成表

1.緒 口

強磁性体を記録媒体とする信号記録力式はいわゆる磁

気銀書方式として比較的古くより知られてきた技術であ

るが,近年に至ってプラスチック･テープ上に強磁性体

粉末を塗弟~iLたものが製造されるようになり,その応用

範囲がきわめて広くなった｡すなわち従前ほ不可能であ

った多トラックの記 が可能になったため,各時制御信

号の記録やテレメータ,計算機入出力肛機器としての用

途が新たに開発されるようになった｡

この種の計測川磁気テープ記録装置は従

ものに比べて一般に高い信析度と情報処理の

の音響用の

さが要求

され,これに伴って特定の倍リーだけを取出す必要からテ

ープの起動咋止の餌時間で行われるものが使われてお

り,また正道いずれのカ向にも白山に駆動停止でき,二

れら町講制御を遠隔制御できるようになっていなけれほ

ならない二.

われわれほこのような磁気チーフ記録装置のもつ多用

性に着し1し,磁気テープ入FI‡力装~程製造の第一段階とし

てまず磁気テープ記録装置の試作を企画し,ここに報告

する一章鞍を製作した｡この試作機についていろいろな

角度から一式験を行い,二,三の知見を得たれ試作の性筑

上特定の機能をよくするような考えノノでなく多くの観点

から検討できるものを選んでいるので製品としてこれを

見るとき性能上に不満庖点が残っている′正をまずもって

お断りしノておく_-.ちなみに本機ほ通産省より34年度鉱

工業技術研究費補助金を て

｣
｢
ノ

､
ヘ
ノ したものである｡

2.試作品の概要

試作機の構成ほ第1表のようなものである.二∴このうち

試作のおもな対象となった磁気テー70送り横柄について

その概要をシJ~ミしたものが第2表であるr二

木機ほ製造後の試験に便利なように移動架に組込ま

れ,弟l図のように実装されているし

テープ帖を13nlnlに選んだ即山は,必要以上にリー

ルの慣性能率を人きくしないようにするためで,この幅

で8～10トラックの記録か可能である｡

*l㌣た製作所戸塚丁場
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名 称 主 要 目
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備 考
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ン
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1中 r ン ヒ■-･タ′ ン ス

第2表 試作磁気テーープ送り機構特性表

項 番

1

2

3

4

こl

要

使用テープ幅

使 川リ ー ′し

チーフ~速度｢2速度)

起 動 時 間

停Ⅰ仁 時 F-ユ】

御

13mm(兢り〕

267nlm r`10.5′■ノシNARTB

76,38cm/sおよぴ76.150cm/s

5ms以卜※

5ms以~卜※

遠隔制御｢斤要人カ
ー

7

8

9

0

1

1

1

2

3

1

1

テーナ巻戻時制

チーフ~終端自動停止

テープ速度ムラ

外 形 寸 法

班

｣
‖
一
ト
.

別パネルにて手動および遠隔制御可能

(重 電源,接断

(む テープ速度切替

申〕正,迎,規定速度送り

亘)正,逆,早送り

① キャプスタン･モ←タ電源切替

±5V D.C,

720mし2,400沢)テープにて2分以内

付加装置取付可能

1%以卜

高さ1,800幅500奥行300

約60kg(含制御盤)

100V±10Vl¢ 50c/s

約550VA

試作した磁気ヘッドは多用性を考慮して8トラックの

ものとした｡ 作規格は弟3表のようなもので進めてい

るが現在※印については規格値まで速Lていないが実用

上支障ないものが得られている｡.

3.磁気テープ送り轢構の動作原:哩とその解析

第2図はテープ送り機析の動作原理を示すものでテー
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第1図 試 作 機 の 外 観
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度で走らせるユうに設計されている._.テープを駆動する

のほ榊1のキャプスタンと呼ばれるローーラで,この申由ほ

担1転ムラな防止するために大きな旧性能率をもたせると

に偏心に注意して作られている_ テープの始動ほソ

レノイドSに電流を適t_Ⅷ12のピンチ･ローラを圧~~Fす

ることによF),キー1rブスタンとの聞にテープをほさんで

り日_lされるりこの場合テープの速塵ほキャプスタンの

しい.

この時テープの始動はほと人1牒[1~封二行われるが,テ

供
､
-
ノ

〃)ウ と巻Ⅰ†文右了行
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｣
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第2｢宅1磁気テープ送り機桝動作原即図

プ記録装置につい て

第3表 磁気 ヘ

ッド 主 要 目

仕 様

機

械

的

寸

法

電
気
的
仕
様

使用 テ ー プ 幅

ト ラ ･ノ ク 数

ト ラ ッ ク 幅

ギ ャ ッ プ 幅

トラック中心間の長さ

ペース面から任意トラックまでの最大偏差

ギャップの最大偏差

インダクタソス(1kcにて)

血 流 抵 抗

イ ン ピー ダ ニ/メ

漏 話

13mm

8

0.70士0.02

6.‖

1.60十0.02

0.04

※2舌と

44士3mH

43±3日

335=ヒ30日

--40dl∋以下

能率を有するリールを実装しているため,直結されてい

るとテープの〕揖励をおさえる形になり,立上り時間がお

くれるためエ〃,エ√1なる 衝長部を設けてテープの立上

り特性をよくしている｡

軸3,4ほモータ軸に面接あるいほ歯車を介して 合

されたリール軸で,エ月,エ♪7の長さが設定長より長すぎ

れば巻戻L.如かくなりすぎると裸Hすようにあらかじ

め設計されているので間接的にテープほ一定張力で張ら

れた状態になっている(‥ノ試作機の場合ほlロ1動胱の角度で

検fl=ノてON--OFF制御で上記の作用を営ませている｡

それぞれの部位にかかるトルク,張力を第2区のよう

に規約し,初めに軸5に関する運動力程式を__､ンニて,その

解として¢5とJ5の関係を導けば(二1J式のようになる｡

砂5≧2(常温元′5十月5･‥(l)

α5:く1なる係数で一般に0.3～0.6

〃AT5:起動の瞬間に凹動腕の動きうる角度

いF衡位置から溝の末端まで)

県:仙5の回転摩擦係数

れ:回動穐に取付けられた滑尊の段数

(ここでほ2)

rlJ式の′正味は川動瞳の昭仲能∫:､ミJ5

が無親できぬ以上,少なくとも ¢5だけ

のトルクを変えておかないとキヤプスタ

ンとピンチ･ローラによって送り出され

たテープに 随して滑車が動かず,その

ためキャプスタンに巻付くとか,テープ

速度が大きく変動するなどの不都合があ

ることを示すものである｡また正道いず

れにも動かす必要があるから¢5=¢6で

ぁる｣′

次に同様の検討を軸6について行うと

¢6=2乃gT/･-Sinp6一月6

(､α6少)2∫6

(~乃ハ2g/ノ｣ノ･F
(2)
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第4lズ】キヤフスタソ駆動モータの瞬時負荷変動

第5岡 試作磁気テーソ送り機構の実際

α6:<1なる係数で･般に0.3～0.6

〝Jr6,皮6,乃:(1)式に同じ

をrFについて解きrf▼=′(¢6,γ)のように讃

き換えれば,これからTダが求まり,れ-からキャプス

タン軸を駆動する所要トルクが求まり,キャプスタン軸

の必要馬力数が求まる｡

以上の検討でほリール軸の運動特惟を考β していなか

ったが,キャプスタンの送り出すテープの長さ5(～)と,

巻取軸の巻取の長さ5′(よ)とを比較すると第3図のよう

な関係となり,その差』5だけの緩衝長が必要というこ

とがわかる｡』5川こtXの値に相当する長さが回動腕の回転

角から得られぬときほ滑申の段数を増してこの長さを確

保する｡

多少の仮定をおいて解析的に求めてみると
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第6L又†磁気テープ送り機構のテープ速度､1上り特性
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第7図 テープ速度立上り特性測定法

≠=4む4〝のとき
dノ3γ3

｣5111‖=て一二芸(
｣/､-∫･

(-ノ3γ3 ｣r12) ‥(3)

｣7131:リールモータの､ンニ_f二り時間で近似的に

佃3J3岬3 で表わされる

｣r12:キャプスタン･ll如こピンチローラがタッチ

した暗から定常状態にもどるまでの時間

でおおよそ第4図の傾向をたどる

ここで軸3,4の駆動モータの特性についていろいろ

な場合について考察すると,テープ 動の際の立上りを

決定する起動トルクが一番大きく,そのためモータとし

てはやや変則な設計を施したもので 劫トルクが大き

く,定常状態ではあまr)大きなトルクが必安でないこと

がわかった｡

キャプスタン･モータの所要情力の求め力について前

述したが,これほ必要馬力数であって,実際にほ策4図

のようにテープ始動の際の

もまたテープ

ほど望ましい｡

度変動を少なくするために

厚ムラを少なくするためにも大きいもの
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のものが佐川されているのほこの朗由からと一視われる｡

テープ速度むらはTβ,r/･･の変動がテープ駆動軸のト

ルクを変動させる形で加わるために生ずるもので,軸1

の慣･性能率をある程度大きく選べば減少させることがで

きるが,このような形式のものでほある程度の速度むら

ほやむをえないものと瓜われる_.ちなみに汁響川のもの

においてほ,テープの通路に人きな憤牲能事凌有する遊

びローラをおいて門張力の均一--･化をほかって速度むらの

発′~lてをおさえている､〕

〃5〃6の偶のいかんにかかわらザr/メか一㍍になるよう

に,トルク･スプリングをかけるf､川代つγ5,γ6の伯を調

節することもある程度効果はあるが本汽的な攻謝こほな

らないようであ/つたし,

.拭作機の実際の隅造ほ策5図のような形にまとめられ
ている､J

4.二′ 三の試験結果

前述のように磁気テープの起動粕アヒを址も人きく/i三才手

するものは回動椀の慣性能率でこれを十分小さくし,か

つ適当な減衰を与えなければ立上り時間の矩いものを得

がたい｡弄る図ほこの間の関係を示すもので,(a)ほ比

較的よく調悠された送り機構の38clⅥ/sの 止特性

77

であり,(b)はこの76cm/sの場合であ

る｡これらを見ると起動時に■･一定速度に

なるまでの時間が意外に大きいことがわ

かり,また,なかなか停止Lないことが

わかる｡比較するために.試作機において

ほ同動腕を使用している箇所に空気比を

利川Lてなんら慣性質韻をもっていない

ものについて測定した結果を(c)として

あげておいた｡起動悼【ヒ特性いずれもす

ぐれている｡

これらの測定ほ第7図に示す測定法に

よったものであるし〕

次にテープ速度のむらについて測定を行った結果を第

8図にまとめておいた｡.これらの結果よりして音響用に

比べて2～4倍の速度むらがあることがわかる｡よく調

整のなされたものでも2倍以下に~~Fげることは困難であ

ろう｡測定法ほBTSに定められた〟法で二乗平均値で

読取った｡

これらを組合わせて行う Drop out,Defectなどに関

する試験は現/一三そのいとぐちについたばかりであるので

別に機会を得て報告したいと旭う｡

般後に磁気ヘッドの分解能について行った試験の結果

を弟9図にあげる｡この 巣より見るに現在われわれの

実川する範囲でほ十分使用に耐えることがわかった｡

5.結

今回の試作によって,この穐磁気テープ記録装閏の設

計指針として次のような知見を得た｡

(1)速度むらを少なくするためには起動停止相性を

犠牲にしなければならない｡逆もまたいえる｡

(2)立上り梢朋逐よくするためには緩衝長都の慣性

能率のできるだけ小さいものがよい､コ テープ速度の速

いもの,および粕こ立ヒりの 応仇のよいものを望む

場合には空気圧制御力式のほうが絶対に有利である｡

(3)停止時間せ粗かくしかつ停止位置を肺尖にする

ためにほブレーキをつけるべきである｡

(4)リールモータの制御方式はON-OFF制御で十

分目的を果せる机 その際発生する火花に対しては十

分な対策が必要である｡､粕こ磁気ヘッドから増幅絡ま

での導人緑ほ厳重にしやへいして上記の火花ののる線

から離して取付ける必要があるこ.

この試作結果忙屈き,実用上の要求を加味して,現在

特にテ ープ むらを少なくした形のものと 動停止特

牲をよくしたものに分けて設計試作を進めている｡これ

らについても近くあらためて洩;圭一したい｡,

稿を宿ぶに当り,本試作に当りいろいろとご指導いた

だいた機礪.弧紋所7.評汗誹は｣渡辺撲′上-r,また呉jli面か



昭和35年2月 子 機 器 特

らのご指導をいただいた日立製作所川崎工場花岡部長を

はじめとする自動イヒ係の各位に対し謝辞を星する｡
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特 許 の 紹 介

大塚≡英∴次郎 ~､ド･子 叔 男

自動電話方式における発信加入者番号の照合方式

この発明ほ従来のこの種照合方法が専用線を交換機と

は別個に設けなければならない欠点があったのを解決し

たもので,トロイダル形変成器と電子管およびリレーよ

りなる検知器を使用する発信加入者番号の照合方式にお

いて,照合線を蓄電器および抵抗を介して交換機の;Jiり御
緑に接続L,該制御線にそう入されている交換系統の機

器を誤動作させることのない十分幅のせまい照合用パル

ス電圧を交換機の制御棉より供給するようにlノたことを

特長とするものである.

岡について説明すると1は加人音,2ほ日動交換機の

ラインスイ､ソチ,3はセレクタの制御線,4ほ発信加入

者番号を照合する勲合装置,5はイソパルス送出装置で

あるし 6はラインスイッチ2の制御線に結合された発信

加入者番号照f㌻線,7,8は照合線6にそう入された蓄

電器および抵抗である 9ほナン/ミーグループ担]路,10ほ

照合を検知する検知l_【｣路,11は10,000伺税を対称にl_た

場合1,000のけたを構成する変成器群の･で10個ある変

成器の内の第1器の変成器である.ノ12は100位のけたを

構成する変成器群の
-･つにして10個あるうちの第1番の

変成器,13ほ10件のけたを構成する変成器群の第1番の

変成器である｡14ほ単位のけたを構成する変成器群の第

1番の変成器である.-15は加人老1をなんらかの級別に

区別する必要のために設けた変成器群の-一一つであるし 変

成碧岸11,12,13,14,15ほそれぞれトロイダル変成器であ

ってナンバーグループ回路9に設ける･_16ほ整流器,17,
18,19,20,21ほ放電管,22,23,24,25,26は放電管

の安全抵抗,27,28,29,30,31ほ検知用リレーである‥.

10,000回裸の加入者に対Lては1,000位のけた,ユ_00位

のけた,10仲▲のけた,単位のけたにそれぞれ10個の変成

器合計40偶の変成器と級別用の変成器が必要でナンノミー

グループ9のけたレベルに設けられる.､.い針照合必要偲

所4にて発信加入者番号を照合する必要が生ずれば照合

者ほ照合装置4を動作させインパルス送出装置5を起動

させてインパルス電流をセレクタ･一制御線3を通して解

合線6に送出する｡したがって蓄電器7,抵抗8を通して

変成器11,12,13,14,15にパルス電流が流れるノ ニれ

らの変成器の2次伽こ過渡電圧が発坐し巻線の自己誘導

と浮遊容量の定数により定まった振動減衰電流が流れ,

この時の十電圧により検知回路10の1,000泣けたの1,000
番の放電管17,100位けたの100番の放竜管18,10位け

たの10番の放電管19,単位けたの1番の放電管20ならび

に放電管21を′牧電させ検知リレー27,28,29,30,31を

動作させる この時蓄電器7の容量Cと抵抗8の抵抗仙
Rとの構CRに検知講話が東川三するノ←二けのハルス幅をイj-す

る限りにおいてせまくでき,この値は数〃秒以下にする

ことができる〉 したがってナンバルス送出装置5から送

出するパルス幅はこれよりやや大きくLておけばよく,

制御線3に接続そう入されている機器,特iこ増電圧式の

度数計の作動時間に比し十分に小さくすることができ,

この交換機の機器が誤動作Lないくらいの微小幅パルス

になしうろものであるし この場合パルス幅がせまくなる

と変成器の二次山:乃一【己山£,エネルギーの吸収が行われ

ると変動が激しくなり放電管の不動作を起すことがある

れ これを｢狛Lするために整流器16をそう入して回路の
安定を計ってある｡すなわち通話中回線では照合線が両

端接地されるのである加入者を照合する際に,はかの話

中カロ入省の照合線でパルスエネルギーは吸収されてしま

うが整流器16をそう入してあるので逆方向への電流を防

いでいるのでエネルギーの吸収ばかりでなく通話｢卜回線

の有舶こかかわりなく放電管17,18,19,20,21はそれ

ぞれ確′実に動作して照合を雁1≡に行うことができる.､_.
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